
若
い
世
代
を
地
域
で
支
え
る
社
会
に

　
「
子
供
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」

は
、
見
守
り
活
動
や
街
頭
啓
発
な
ど
を
通

し
て
、
全
て
の
子
ど
も
・
若
者
が
自
己
肯

定
感
を
育
み
、
自
己
を
確
立
し
て
社
会
と

の
関
わ
り
を
自
覚
し
な
が
ら
健
や
か
に
成

長
し
、
自
立
、
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
子
ど
も・若
者
は
、家
族
や
社
会
に
と
っ

て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。
し
か
し
、
社
会
で

は
支
援
を
必
要
と
す
る
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ

も
り
、
不
登
校
な
ど
の
社
会
生
活
を
営
む

上
で
の
問
題
や
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な

 

11
月
は
、全
国
一
斉
の
「
子
供・若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
で
す
。

「
輝
く
未
来　
育
て
支
え
て　
見
守
っ
て
」
を
合
言
葉
に
、
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
課
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５
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問

子
ど
も
の
未
来
を

　
　
　
　
地
域
で
支
え
る

― 
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
「
青
少
年
」
特
集
号 

―

る
少
年
非
行
・
い
じ
め
の
問
題
、
児
童
虐

待
・
児
童
ポ
ル
ノ
・
買
春
と
い
っ
た
多
く

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
様
で

複
合
的
な
問
題
の
解
決
に
は
、
行
政
や
諸

団
体
な
ど
が
専
門
の
垣
根
を
越
え
て
連

携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を

高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
・
若

者
を
孤
立
さ
せ
ず
、
地
域
全
体
で
支
え
て

い
く
社
会
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

月
間
中
は
、さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動

を
実
施

　
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

月
間
中
に
次
の
活
動
を
実
施
し
、
啓
発
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
月
間
中
の
啓
発
活
動

　
〇
青
少
年
育
成
委
員（
前
補
導
委
員
）に

　
　
よ
る
通
学
路
な
ど
に
お
け
る
子
ど
も

　
　
の
見
守
り
活
動
の
強
化

　
〇
他
団
体
と
の
合
同
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

　
〇
市
内
小
・
中
学
校
で
の「
あ
い
さ
つ
運
動
」

　
〇
店
舗
な
ど
へ
の
立
ち
寄
り
に
よ
る
有

　
　
害
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動

　
〇
青
少
年
の
健
全
育
成
に
理
解
を
求
め

　
　
る
た
め
の
協
力
店
舗
確
保
活
動

　
　（
ひ
ま
わ
り
っ
子
運
動
）

　
〇
塩
尻
駅
前
で
、
社
会
人
や
高
校
生
た

　
　
ち
を
対
象
と
し
た
啓
発
活
動

子供・若者育成支援強調月間

１．若者の社会的自立支援の促進
２．子どもを犯罪や有害環境等から守るための取り組み
　　の推進
　　ア．子どもの性被害防止
　　イ．地域における青少年健全育成活動及び子どもの
　　　　安全確保の取り組み
　　ウ．子ども・若者のためのより良い環境づくり

　　エ．いじめなどの問題行動に適切
　　　　に対応するための学校教育の
　　　　充実と関係機関等との連携
３．児童虐待の予防と対応
４．子どもの貧困対策の推進
５．生活習慣の見直しと家庭への支援

　月間中、本市においても次の項目の啓
発・支援に重点的に取り組みます。
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　長野県では、地域ぐる
みで子どもの育ちを応援
する「信州あいさつ運動」
に取り組んでいます。

　本市の学校で実施している「信州あいさ
つ運動」は、委員からの「学校でもぜひや
りたい」という意欲的な要請からスタート
しました。青少年育成センターの基本精神
「近所のおじさん、おばさんの視点に立っ
た活動」をもとに、委員の皆さんは下校す
る児童・生徒たちに爽やかな笑顔で声を掛
け、一人ひとりにあいさつを呼びかけます。
　学校でのあいさつ運動を始めた頃に比べ
ると、現在は子どもたちへの認知度も上
がったのか、徐々に大きな声で笑顔であい
さつを返してくれる子が増えてきました。

校長先生が私たちと一緒に校門に立ってく
れる学校もあり、大変ありがたいことだと
感謝しています。
　また、地域のお母さんや子どもからお礼
の言葉・手紙をいただくなど、私たちもエ
ネルギーをもらっています。この運動を
きっかけに、家庭内のコミュニケーション
から地域全体の元気につながっていけばい
いですね。
　あいさつは人と人を結ぶ魔法の言葉です。
今後もあいさつ運動のような草の根活動を
続けていきたいと思います。

あいさつは人と人を結ぶ魔法の言葉

男女共同参画・若者サポート課
青少年健全育成指導員

竹岡　勝弘

大
人
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ

あ
い
さ
つ
を
つ
な
ぐ

　
「
信
州
あ
い
さ
つ
運
動
」
は
、
家
庭
や

地
域
で
お
互
い
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と

で
、
み
ん
な
が
つ
な
が
り
、
地
域
を
元
気

に
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
育
ち
を

応
援
す
る
運
動
で
す
。
平
成
26
年
度
か
ら

始
ま
り
、
現
在
、
県
内
の
各
自
治
体
の
ほ

か
、
官
民
問
わ
ず
多
く
の
諸
団
体
が
こ
の

運
動
に
賛
同
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
、

健
や
か
に
成
長
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま

ず
は
家
庭
か
ら
、
そ
し
て
大
人
か
ら
子
ど

も
へ
心
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
し
よ
う
と
い

う
掛
け
声
の
下
に
、
信
州
あ
い
さ
つ
運
動

は
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
社
会
全
体

が
う
つ
む
き
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来

を
応
援
す
る
こ
と
が
、
社
会
全
体
の
元
気

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少

年
育
成
委
員
（
前
補
導
委
員
）
の
皆
さ
ん

が
当
初
は
街
頭
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
毎
年
市
内
の

全
小
・
中
学
校
の
校
門
な
ど
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

大人から
子どもへ

あいさつから始まる
地域とのつながり
～信州あいさつ運動の取り組み～

　小学校でのあいさつ運動の様子。子ども
たちは元気にあいさつをしてくれます。

　家に帰ってきた子どもが「お母さ　
ん、これもらったよ」と言って、あい
さつ運動のポケットティッシュを私に
見せました。２人で絵柄を見ながら「あ
いさつ、しっかりしようね」と話しま
した。良い機会を作ってくれてあり　
　　がとうございました。

ある地域のお母さんから

市民の皆さんから
さまざまな声をいただきました

　ある小学校の児童から、「お疲　
れ様です。いつもありがとうござい
ます」と書かれた可愛い手紙を委員
　さんがいただきました。
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